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Ⅰ．は じ め に

本稿では，子どもの健康にかかわる人たちに伝えて
おきたい性の有り様について記述する。その中で，最
も強調したい点は，さまざまな性の要素が﹁グラデー
ションとして，スペクトラムとして，連続体として﹂
存在しているというところである。話を大まかにつか
むためにこの領域では，﹁性的マイノリティ﹂という
言葉や﹁LGBT﹂という言葉がよく使用されるが，実
際には﹁どこからを性的マイノリティと線引きするの
か？﹂も﹁何を根拠に LGBTと定義するのか？﹂も，
厳密な区分けはできず，非常に曖昧なものである。
ゲイとは何か，LGBT とは何かと，カテゴリー概
念の理解をすることは，思考の節約になり，話を大雑
把につかめる利点もあるが，子どもの健康にかかわる
人々には，こうしたカテゴリー化された概念にばかり
囚われることなく，グラデーションであるという視点
を持てるとよいのではないかと思い，本稿ではその説
明をし，そのうえで子どもの性の多様性にどのように
向き合うかについて考えたい。

Ⅱ．「性はグラデーション」とはどういう意味か

では，性はグラデーションとはどういう意味なのだ
ろうか。それは，性と一口に言っても，さまざまな要
素があり，その要素一つひとつが独立しており，その
濃淡が人によって異なるということを意味している。
図１に性の要素のグラデーションを示した。
戸籍上の性別は，二つしか用意されていない。三つ
以上の性別を公的に用意する諸外国もあるが日本では
二つだけである。ここにグラデーションの発想はない。
しかし，身体的性別も，性同一性も，性役割も，性的

指向も，その濃淡の強さが一人ひとり違う。本稿では，
心理的な性の側面である，性同一性，性役割，性的指
向について説明をする。

１．性同一性（gender identity）のグラデーション

﹁性同一性とは，心の性別と体の性別が同一である
こと﹂と誤解をされることがある。この誤解の出処は
はっきりしていて，当時，性同一性障害概念がマスメ
ディアで喧伝されたときに，﹃権威﹄とされる精神科
医がそのように説明したことに始まる。おそらく性同
一性障害をきっかけにジェンダーとセックスの違いを
勉強し，二分法的理解をしてしまって誤解をしたのだ
と拝察される。そのような二分法的理解は﹁わかった
感﹂を得やすいので，医師の誤解が人口に膾炙したと
いうこともあるだろう。
性同一性とは，gender� identity（ジェンダー・アイ
デンティティ）の訳語である。ego� identity が自我同
一性と訳されることと同様に，﹁同一性﹂とはアイデ
ンティティのことを指す。﹁自我﹂が﹁同一﹂である
とはどういうことかというと，時や状況を超えても自
我が同じであるというまとまりの感覚を意味する。そ
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れと同様に，性同一性とは，時間的に，社会的に同じ
性別であるという感覚のことを指す。gender� identity
の訳語に性自認を充てることがあるが，誤訳だろう。
性自認を敢えてバックトランスレーションするなら
ば，gender�self︲recognition となり，アイデンティティ
の意味合いは反映されない。
さて，このように理解ができれば，性同一性には
強弱や濃淡があるということがイメージできるだろ
う。﹁自分は女性と同じであるという感覚﹂が非常に
強い人から，非常に弱い人まで個人差があるという
イメージである。たとえば戸籍上女性のケースで考
えてみよう。親しい友人から﹁まさに女って感じだね﹂
と言われて﹁いや，そんなことはない…﹂と戸惑う
人もいれば，女性専用車両に乗るときに﹁女だから
この車両にしよう﹂と強く思って乗り込む人もいる。
性別の同一性の強さはグラデーションである。ジェ
ンダー・アイデンティティの個人差を得点化したも
のについては，拙書1）を参照されたい。
小児保健にかかわる人たちが性同一性を﹁心の性別
と体の性別が同一であること﹂と誤解していたら，﹁心
と体を同一にしなくては﹂と考えて支援をすることに
なってしまう。そうではない。サポートされる対象は，
性別のアイデンティティである。つまり，小児保健に
かかわる専門職の仕事は，性別がまとまりを持ってほ
どよく感じられるような環境調整やカウンセリングを
行うことである。この視点がぶれないように気をつけ
る必要がある。
図１には，“規定されない性別”という表現がある。

これは，自分を女性とも男性とも規定していない人た
ちもそのアイデンティティの強さが強い人から弱い人
までいるということを示している。しばしば，﹁Xジェ
ンダー﹂というカテゴリーで自己規定することもあ
る。インターネットでこの言葉を知り自己規定すると
いうこともあるため，子どもの健康にかかわる人たち
が知っていると有益な言葉である。

２．性役割（gender role）のグラデーション

性役割とは，ある性別に付与された役割のことであ
り，性同一性とはまた異なる概念である。性役割の複
雑な特徴として，社会や文化，時代，さらには個人に
よって何を性役割だとみなすのか，その内容が異なる
ことが挙げられる。たとえば日本社会では，スカート
をはくのは一般的に女性の性役割であると認識されて

いる一方で，スコットランドのキルトのように，布を
腰に巻き付けるタイプの衣服が男性の性役割であると
みなす文化もある。さらに，個人によって性役割の定
義が異なるという特徴もある。たとえば，リーダーシッ
プを取るのは男性役割だと定義する人もいれば，そう
とはみなさない人もいるだろうし，気配りを女性役割
だとみなす人もいれば，それに首肯しない人もいるだ
ろう。このように，何を性役割とみなすかが曖昧であ
るため，そもそも性役割を定義したり把握したりする
ことは困難であるという特徴がある。性役割の領域を
考えても極めて膨大で，たとえば服装，話し方，所作，
パーソナリティ，職業，趣味，嗜好，考え方，感情パター
ンなどが挙げられるが，具体的なレベルで考えていく
と何百，何千通りの項目が考えられるだろう。それら
項目のすべてを強弱で表現した場合，まったく同じ性
役割志向を持つ人がいるとは想定しにくいことがわか
る。あるいは，個人内でも気分や年齢で性役割志向の
強弱や濃淡が変化するということもあるだろう。性役
割のグラデーションは意識しやすいので，一人ひとり
が異なる表出をしているということは，理解しやすい
だろう。
小児保健にかかわる人たちにとって特に意識してお
くことが重要な点は，性役割と性同一性が異なるとい
う理解である。この二つを同じものとして捉えてしま
うと，子どもの気持ちに寄り添えなくなることも生じ
る。たとえば，ズボンをはきたがるボーイッシュな女
子児童・生徒であるだけなのに，﹁男性アイデンティ
ティを持っているんだ﹂と勝手な憶測を持ってしまう
ということもあれば，性別に違和感のある男の子に対
して﹁本当に女の子として生きていきたいなら，もっ
と女の子らしくするはず﹂と性役割の押し付けをして
しまうといったことなどである。

３．性的指向（sexual orientation）のグラデーション

性的指向とは，恋愛や性愛の対象となる性別のこと
をいう。女性に性的な関心が向いているのか，男性に
向いているのかだけでなく，対象となる性別には，前
述したXジェンダーということもあれば，どの性別
も対象とはならないというパターンもある。この場合，
asexual（エイセクシュアル）と呼ばれる。
小児保健にかかわる人たちに知っていただきたいの
は，﹁性的に魅力を感じる相手﹂について異性か同性
か両性かどちらにも向かないかと尋ねた場合，中学生
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において異性愛者はマイノリティであるということで
ある。日本性教育協会の調査結果2）を図２に示す。高
校生や大学生になると異性愛者の割合が多くなるが，
両性に性的指向が向いている割合は中学，高校，大学い
ずれにおいてもおおむね２割程度で一定の状態にある。
さてここで﹁性的な対象とする﹂という意味につい
てより複雑に考えてみたい。どういう状態を﹁性的な
対象とする﹂状態とみなせばよいのだろうか。たとえ
ば，実際にセックスをするという状態を指すのだろう
か。この場合，セックス経験がなければ性的指向もな
いということになってしまう。セックス経験は，性的
指向を捉える側面の一つに過ぎないといえるだろう。
ほかにも，マスターベーションでファンタジーを思い
描くときの対象としている状態というものも挙げられ
る。しかし，たとえば異性愛女性の中でも，自身が性
的に受け身な状態で行うセックスに性的興奮を示す人
の中には，マスターベーションのときに女性が受け身
となっているところを想像して楽しむということもあ
るため﹁女性が受け身となっているところを対象とし
て﹂マスターベーションをしており，性的対象が男性
となっているかどうかは微妙なところである。ほかに
も，性的指向を捉えるのにあたって，そばにいて触れ
たいと感じる性別はどうなのかとか，嫉妬し独占した
いと感じる性別は何であるのかとか，愛情を感じて大
切にしたいと思う性別はどうなのかなどと，恋愛や性
愛のさまざまな文脈を考えると，多岐にわたって性的
指向の諸側面が考えられる。すなわち，男性に強く性
的な関心が向く文脈もあれば，それほど強くは向かな
い文脈もあるなど，性的指向にも強弱や濃淡があり個
人差があることがわかる。
さらには，性的指向の強さについて個人内でも変動
が認められることもあるだろう。時や状況によって男
性への性的関心が非常に強くなる場合もあれば弱くな

る場合もあるだろうし，幼児期から老年期に至るプロ
セスを考えたときに，その関心の強さに濃淡がみられ
るということもあるだろう。このように，どの性別に
どの程度の性的関心が向いているのかは，個人によっ
て濃淡が異なり，グラデーションであるといえる。

４．「LGBTがいるから性は多様」なのではない

以上，心理的な性の側面である，性同一性・性役割・
性的指向という三つの独立した性の構成要素を紹介し
た。﹁独立している﹂という理解がたいへん重要であ
る。性同一性がこうならば性役割は自動的にこうであ
る，と定まったパターンがあるわけではない。そして，
これらの各要素をどの程度の濃淡で持っているのかが
その人のセクシュアリティの個性だといえる。
﹁LGBTがいるから性は多様だ﹂ということではな
く，自分はセクシュアル・マジョリティ（性的多数派）
だと自覚を持つ人たちもまた，一人ひとり異なる濃淡
を持ち，多様な性の構成員であるからこそ，性は多様
だといえるのである。
このような理解こそが，小児保健にかかわる人たち
に広まれば，子どもと向き合うときにこのような一つ
ひとつの要素を丁寧に拾い理解するようになるだろう
し，子どものセクシュアリティの個性が形成されるこ
とに少しでも寄与できるようになるのではないかと思
われる。

Ⅲ．子どもに性の多様性があることをどう大人が受け
止めるか

１．子どもがセクシュアリティを話してくれた場合

子どもから自分のセクシュアリティについて大人に
話してくれることは頻繁に起こることではないかもし
れないが，もしも伝えてきてくれた場合に小児保健に
かかわる人たちに意識してほしいことが二点あるので
紹介する。
1）個別具体的な一人の人として考えること

文部科学省は，平成27年４月30日に﹁性同一性障害
に係る児童生徒に対するきめ細かな対応の実施等につ
いて﹂という通知文を発出した。通知文が出されたこ
とによって，学校が性的マイノリティの子どもの人権
に配慮して対応しなければならないと明文化されるよ
うになったことは，大きな前進であると思われる。し
かし，通知文中で，性別違和を有している児童生徒の
心情に配慮する具体例として，トイレや更衣室，制服

図２　中学生・高校生・大学生の性的魅力を感じる性別２）
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や修学旅行の部屋割りなど，全国の取り組みの対応例
が最終ページに挙げられているため，こうした対応例
が誤解して受け止められていないかという懸念があ
る。すなわち，特に現場の学校教員や管理職がこの対
応例を例と捉えずに﹁こう対応“すべき”﹂ものとし
て指針化してしまうという事態への憂慮である。
あるいは，テレビや本で知った﹁成功談﹂に沿うよ
うに子どもをもっていってしまう，という懸念もある。
現場は﹁このテーマの専門家は誰か？﹂ということ
を大切にしなければならない。目の前の子どもがどう
ありたいのか，どうしたいのかを最も知っているのは
当事者である子ども本人である。マニュアル化・画一
対応は当事者軽視につながる。子ども自身がどう考え
ているのかについてしっかりと耳を傾ける必要があ
る。ただし，なかなか子ども自身が上手に言語化でき
るとは限らない。現状は嫌だけれどもどう変えていっ
ていいのかもわからないということもあるだろう。そ
ういう場合は，時間をかけた丁寧なカウンセリングや，
同じ目線で一緒に考えていく姿勢が求められる。
2）セクシュアリティは重要な個人情報であるということ

誰にどのようなことを話すかは本人が決めることで
ある。本人の了解を得ないまま，性的指向や性同一性
に関する情報をほかの人に漏洩する人権侵害行為のこ
とを﹁アウティング﹂という。子どもだからといって，
知り得た情報を他者に漏洩してはいけない。﹁どうせ
子どもだから﹂，﹁知った以上，黙っていられない﹂な
どと子どもの気持ちを無視して勝手に他者に言うこと
は厳禁である。ただし，学校や病院などで，チーム単
位で動く必要性が生じれば，ほかの人に言わないと動
けなくなるということがあるだろう。その場合は，﹁な
ぜほかの人にも伝える必要があるのか，その理由﹂を
本人に伝えて同意を取ればよい。学校対応が迫られる
性役割や性同一性に関するテーマとは異なり，性的指
向は，秘匿したいケースが多く，また，特段，性的指
向を大人の間で共有する意義もない場合がほとんどで
ある。ケース検討や職員会議などで挙げたいと思った
場合は，本人が同意したか，必ず確認を取っていただ
きたい。子どもの﹁この人に“だけ”言いたい﹂とい
う信頼を崩すことのないように，気をつける必要があ
る。さらに，保護者に伝えるかどうかも本人の同意を
得る必要がある。友だちには言えても，先生には言え
ても，﹁親にだけには言えない﹂というのはよくある
ことである。たとえ保護者でも，ほかの人に言うとき

は，同意を取るということを徹底しなければいけない。

２．子どもからセクシュアリティを話されていない場合

では，子どもから何も話されない場合，何もしなく
てよいのだろうか。もしも接している子どもの中で，
セクシュアリティに悩んでいるように思えるような子
どもがいた場合，どうすることがよいのだろうか。機
会を見つけて尋ねてみる方がよいだろうか。言ってく
るまではこの話題を出さない方がよいだろうか。
大人の方から尋ねてうまくいくのは，かなり信頼関
係が築かれているような場合であろう。子ども側の﹁言
いたい﹂という気持ち，﹁きっとこの大人は自分を否
定しないだろう﹂と期待する気持ち，大人側の﹁何か
言いたいことがあるんじゃないか﹂，﹁どんなことでも
受け止めたい﹂という思いがうまく重なったときに大
人が尋ね，子どもも﹁言いたかったけど言えなかった。
聞いてもらえたのでやっと言えた﹂ということになる
のだろう。
しかし，もしそこまでの信頼関係が築かれていな
かったとしたらどうだろうか。大人から尋ねられたた
め答えなければならない状況に引っ張り上げられると
いう“強制カミングアウト”状態は，当人にとって心
地が良いだろうか？子どものためではなく，大人側の
援助欲求を満たしたいがための﹁カミングアウトされ
たい欲求﹂に過ぎないのではないだろうか。もしこの
ような強制カミングアウト状況を引き起こした場合，
子ども側に生じる思いとしては，﹁なんでお前に言わ
なきゃいけないんだ﹂，﹁そういう目で自分のことを見
ていたのか﹂，﹁性的マイノリティだと決めつけられ
た﹂，﹁隠していたのにどうしてバレたんだろう﹂といっ
たような侵襲的な恐怖体験や不安である。
性的マイノリティの子どもに気がつく感度を高める
必要はない。個人のセクシュアリティを他者が詮索す
るような雰囲気や状況を大人は作ってはいけない。で
は，何もしなくていいのか？というと，そうではない。
何もしなくていいのではなく，子どもを取り巻く環境
を多様な性にポジティブなものへと変革すること，こ
れが大人に求められていることである。多様な性にポ
ジティブな環境下では，自己開示への抵抗は薄れる。
そのような環境下では子どもの方から自分のことを話
してくれるようになるかもしれない。つまり，﹁それ
らしい個人を掬い上げること﹂が性的マイノリティ支
援ではないといえる。ここが虐待やいじめ，不登校，

Presented by Medical*Online



　128�� 小 児 保 健 研 究　

自殺企図などの急を要する問題とは異なるところであ
る。子どもたちの多様な性を個人に紐づけて﹁気がつ
く﹂必要は全くない。そもそも，目の前にいる子ども
たちは，それぞれ一人ひとりが多様な性の一員である。
気がつくも何もみな一人ひとり違うという視点を持つ
必要がある。

３．「多様な性」が共有されないことの悪影響

同性愛に対する否定的態度や嫌悪感情のことを﹁同
性愛嫌悪（ホモフォビア）﹂，トランスジェンダーに対
する否定的態度や嫌悪感情のことを﹁トランス嫌悪（ト
ランスフォビア）﹂という。性的マイノリティの悩みは，
性的マイノリティであることそれ自体について悩むと
いうことが主たるものではない。周囲の性的マイノリ
ティに対する嫌悪に悩み，そして本人自身が嫌悪を﹁内
在化﹂していることに悩んでいる。
大人たちは，多様な性についてどのような情報を子
どもたちに与えてきただろうか？意図的にでなくて
も，いつの間にか﹁なんか気持ち悪い﹂という感情で
あったり，﹁変な人たち﹂というメッセージを子ども
たちに与えたりはしていないだろうか。“ホモ”・“レ
ズ”・“オカマ”・“オナベ”・“オネエ”などと﹁笑って
もいい﹂対象だと子どもたちは捉えさせられていない
だろうか。もしそうであれば，誰かを見下して喜ぶ子
どもを作り上げ，性的マイノリティの子どもが自己否
定をして育っていくのを見殺しにしていることにな
る。直接子どもに接する大人たちには，ここに働きか
けてもらいたい。
多様な性を扱うということは，﹁少数派（マイノリ
ティ）の子ども﹂を取り上げて特別対応することより
も，﹁多数派（マジョリティ）の子ども﹂の態度を問
題化することがメインである。過度な男女二分法を前
提に思考・行動をとっていないか？異性愛主義を当た
り前のものとしてそれ以外を異質なものとして触れず
に思考・行動をとっていないか？そうした問い直しが
求められている。
教育は早ければ早いほどよいだろう。すでに５歳程

度から﹁オカマおかしい﹂と笑う態度が形成されてい
ることがある。早いうちからいじめの芽を摘むこと，
多様性が尊重される環境を作ることは，大人の責務で
ある。

Ⅳ．お わ り に

グラデーションとして表現される連続現象としての
ジェンダーとセクシュアリティの個人差を大人が理解
し，自分たちもまた連続体のうちのどこかにいるとい
う視点を子どもと共有することが肝要であると述べて
きた。ジェンダーやセクシュアリティの健康な発達の
ためには，性的欲求の抑圧や性役割行動の逸脱への制
裁など，社会的抑圧があることも忘れてはならない3）。
本稿をご覧になっている人たちの一人ひとりの現場
で，多様な性にポジティブな環境を作り，誰もが自己
肯定できる場にしていただきたいと思う。
また，昨今では性的マイノリティであることを公表
する教職員，医療・福祉従事者もいる。自身のセクシュ
アリティの公表は，各々の環境や価値観によってさま
ざまな立場があるため，﹁べき﹂論で語れるものでは
ない。しかし，小児保健にかかわる人たちが公表をす
ることは，子どもにとって“身近な”性的マイノリティ
当事者モデルになり得るという大きな効果が期待され
る。特に公表した大人が周囲の大人に当たり前のよう
に肯定的に受け止められているさまを子どもに見せる
ことは，たいへん好ましいことだと思う。そしてそれ
が当たり前の社会になることを願ってやまない。
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